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　1981 年に上智大学社会正義研究所として設立された当研究所は、2010 年にグローバ
ル化する社会のなかで人間の尊厳と連帯をもとめる指針を明確に打ち出すために、グロー
バル・コンサーン研究所と改称・改組し、現在に至っています。グローバルな視点から
貧困や暴力に関わる諸問題についての調査研究を行ない、講演会等を通じて学生や社会
の意識化を図り、世界の人びとの尊厳と連帯の実現に資することを目的としています。
　現代的な社会問題をテーマとして、国内外の諸大学、そして人権・難民・環境などに
関連する国際機関、諸問題の現場で活動している人びととの学際的研究交流を広めなが

ら、どのように社会
正義の促進といった
実践につなげていくかをシンポジウムや刊行物で追究して
きました。近年では貧困、労働、野宿者、民主主義の再生
なども重要なテーマです。また、設立当初から全学的な関
心事であった難民問題については、長年にわたってアフリ
カ難民現地調査研究活動を継続すると同時に、近年では日
本の難民受け入れ政策等の問題についての研究も行ってお
り、大きな蓄積があります。
　それ以外にも適宜、学際的共同研究を短期・長期にわたっ
て行っています。教育活動としては、研究所所員が中心と
なって全学共通科目「グローバル・コンサーンと平和の促進」
を隔年開講しています。また、 他に国内外の研究者や諸問題
の現場で活動している人を招聘し、学外にも開かれた講演
会やワークショップを年間 15 企画ほど開催しています。実
践活動としては 「ソフィア・リリーフ・サービス (SRS)」の
活動として、全国からの募金をもとにアフリカ各国の難民、
国内避難民の緊急及び自立のための支援が設立以来続けら
れています。

　東洋大学国際共生社会研究センター（以下「センター」）は、平成１３年度に文部科学省の私立大学学術研究高度化推進事業
であるオープン・リサーチ・センター整備事業のスキームで東洋大学大学院国際地域学研究科に設置され、２０年度まで８年
間にわたって活動を行ってきました。２１年度は同事業の実施期間終了に伴い一時活動を休止していましたが、２２年度になり、
新たに活動を再開いたしました。すなわち、センターの活動計画が文部科学省の私立大学戦略的基盤形成支援事業として採択
され、５年間の予定で新たに始動しました。センターの活動の拠点も、２０年度以前の群馬県・板倉町から東京・文京区の白
山キャンパスに移し、より一層の成果を目指しています。
　新たな研究テーマ「アジア開発途上地域における内発的発展支援手法の開発」のもと、アジア諸国を中心とする国内外の研
究拠点の形成と連携とに重点を置いた活動を行っております。開発途上国を自立的に発展させるためには先進国からの外部援
助に頼る構造から脱却し、途上国内部の人的・物的資源を活用した内発的発展の考えに基づくことが重要です。センターはそ
の支援手法を開発・実践することを使命としています。
　センターは常勤教員からなる研究員、国内外からの客員研究員、研究助手等から構成
される３つの研究グループと事務局とがあります。各研究グループはそれぞれ「国際協
力分野」「地域開発分野」「観光・交通分野」から内発的発展を研究しています。センター
では途上国開発等の専門家を海外から招聘して行う国際シンポジウム／ワークショップ
を毎年開催しております。また国内の市民や実務者向けの公開講座の開催、研究プロジェ
クトの情報発信を目的とした和英ニューズレターの発行、年次報告書の発行を行ってお
ります。さらに、アジアにおける内発的発展の現状に関する書籍の刊行『環境共生社会学』

『国際環境共生学』『国際共生社会学』『国際開発と環境』（朝倉書店発行）や、海外拠点
における内発的発展支援の実施、研究成果の社会への還元を行っております。センター
は東京・文京区の東洋大学白山キャンパスにありますので、近くにお越しの際はぜひお
立ち寄りください。
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中井　弘一 　
　グローバル化が進む中、インターネットの情報通信技
術の急激な進展などにより、世界は「英語の世紀」になっ
たと言われている。共通の母語を持たない人同士の主要
リンガ・フランカ（Lingua franca）が英語となり、英語
は世界における「普遍語」となった。
　こうした情況に、最近の新聞報道には英語教育改革の
政策提言が踊る。４月には自民党教育再生実行本部が「大
学入試の受験資格として TOEFL を導入する」を提言した。
5 月 1 日の朝日新聞朝刊「争点」には、TOEFL 導入に関
して、自民党教育再生実行本部長・遠藤利明衆院議員と
和歌山大学江利川春雄教授との論争が掲載された。遠藤
氏は、「シンプルな話です。学校で、話せる英語を学べる
ようにしましょうということです。話せるようになった
方がいいじゃないですか。これまでの英語教育がうまく
いっていないから、変えないといけないんです」。それに
対し江利川氏は「体育の授業の目標を国体出場レベルに
しようといっているようなもの…。学校教育では基本的
な文法や音声、語彙などの土台づくりと言語の面白さを
教えるべきである」。その後 5 月、政府の教育再生実行会
議は小学校での英語教育の教科化と開始学年引き下げを
求めた。
　グローバル人材育成は必要なことであるが、その対処
として英語が話せればいいという短絡的な施策には学校
現場は戸惑うのではないか。「教育再生」とは、「今の教
育は生きていない」を前提とする表現であり、小・中学校・
高等学校の教員はやりきれない思いであろう。その場の
やりとりであとに残らない「話し言葉」の英語と、いつ
でも誰でも分かる形で伝える「書き言葉」の英語の両方

を運用できる能力を育成することが学校教育の場におい
ては大切で、どちらかに力点が置かれるものではない。
　グローバル人材の育成として論理的思考力や批判的思
考力の育成も求められている。英語科目では、英語の言
語特性からその育成が一層求められる。英語は「何が何
をどうした」という因果関係を明確にする語順構成の表
現である。たとえば中学校の授業で、「( 外国人に ) あな
たはなぜ日本に来たのですか」を日本語感覚で “Why did 
you come to Japan?” と教えたとする。しかしながら、そ
れは「何をするために来たの？」と失礼な表現で、“What 
brought you to Japan?” とネイティブなら言うとクレー
ムがつく。日本語発想では、感情表現などのように「人」
を主語にして、「私はそれに驚いた」「私はその本に興味
がある」と「何がどう」ではなく自分の心に浮かんだも
のとして表現する。しかし、英語では、“I was surprised 
at it.” “I’m interested in the book.” のように受け身表現を
使い、「何が私をどうするのか」その因果関係をはっきり
させる。日本語の疑問文は、「あなたは図書館へ行きまし
た…か」のように最後まで聞かないと分からない。英語
では、“Did you go to the library?” と語の倒置により最初
に疑問文と標示している。こうした言語特性が英語のディ
ベート力を付けなければ国際交渉力は身につかないと言
われる要因の一つである。
　ただ、このように英語は論理的な言語で日本語より優
れていると教えれば、日本語衰退への片棒を担ぐことに
ならないだろうか。英語では、“I love.” “Love you.” では
意味を成さず、“I love you.” と言わなければならないが、
日本語では、フルセンテンスの「私はあなたのことを愛
しています」より、「愛しています」という情況表現を好
む。宮澤賢治の「雨ニモ負ケズ」は最後になるまで主語
は語られないが、そうであるからこそこの詩の良さがあ
る日本語の言語表現の特性をしっかりと伝えることも英
語科教員としての務めであろう。「英語の世紀」は、日本
語を捨てるということではない。今の潮流に流されそう
になるが、そのことは心得ておきたい。
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センターは 125 周年記念館の中にあります。

東洋大学  国際共生社会研究センター
Centre for Sustainable Development, Toyo University 
http://www.toyo.ac.jp/site/orc/   studiescesdes@toyo.jp　

学生とのおしゃべりから問題を紡ぐ就活 Café の様子。

上智大学  グローバル・コンサーン研究所
Institute of Global Concern, Sophia University
http://www.erp.sophia.ac.jp/Institutes/igc/     i-glocon@sophia.ac.jp

北脇 秀敏　　東洋大学副学長
　　　　　　　　国際共生社会研究センター長

編集後記
☆2020年の東京オリンピック招致が決まった。1964年から56年を経て、日本は、また世界はどのように変化してきたのだろう。この半世
紀の間、私たちの社会は果たして進化を遂げてきたのか。立ち止まって考える好機である。ニューズレター (NL) は本号から紙面を刷新。（東條）
★国際共生研究所の目指す「国際共生」とは何か。論説や研究活動紹介に加えて、研究Project に関連する「書評」や「書籍紹介」欄を拡充。
本研究所と類似の理念を掲げる他大学の研究所・センターに紹介記事を依頼した。シリーズ化していきたい。NLへの反応を待望しつつ。（西井）

②

①

中野 晃一　　グローバル・コンサーン研究所
　　　　　　　　所長

研究所紹介

・国際基督教大学社会科学研究所共催　国際シンポジウム
2011 年度：第 31 回「グローバル化のなかの大学
　　　　　　　　　　― 教育は社会を再生する力をはぐくむか」

・難民問題
2012 年度：外務副大臣　山根隆治氏（当時）を招いてのオンライントークショウ

・就職活動／労働問題
2012 年度：「働く」ってなんだろう Book Fair、ワークショップ：就活 Café

・貧困／野宿者問題
2012 年度：日本財団 API フェロー Abhayuth Chantrabha 氏    講演会
                         「都市開発と貧困者」

・東日本大震災／原発問題
2011 年度：旧グランドプリンスホテル赤坂避難所における世帯調査
2012 年度：第 5 回イエズス会・東アジア 5 大学グローバルリーダーシップ・
　　　　　  プログラム「震災からの復興 – Recovery and Reconstruction」

　　　　　　      スタディー・ツアー「みちのく Renaissance ！」
・民主主義／憲法

2013 年度：「96 条の会」発足記念シンポジウム「熟議なき憲法改定に抗して」
・平和

2012 年度、2013 年度：慰安婦問題映画上映会「終わらない戦争」
                                                   「カタロゥガン！ロラたちに正義を！」

・学生の社会的活動支援
2013 年度：Sophia Discovery Party

近年の主たる活動 

シリーズ


